
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月３０日、県教育委員会の諮問機関である兵庫県高等学校通学区域検討

委員会が、高校の通学区の拡大に関する「素案」が発表されました。 

 

主な内容は、①「全県１６学区を５学区に」②「自由学区を選択肢確保の

観点から見直す」③「学区内の高校数が増え、学びたい学校が志願できると

いう複数志願選抜の趣旨をより生かすことができる」④「関心・意欲の高い

生徒が集まり、教育活動が活性化できる」とし２０１４年度から実施をめざ

しています。 

 

私たち川西市会議員団は、１０月答申の予定だが、市民から反対や不安の

声が続出しているので、拙速に答申を出すことがないよう強く申し入れをお

こないました。 

 

学校が遠くて交通

費の負担が心配… 

通学時間がかかる

から部活ができな

くなるよ！ 

選択肢が広がるっ

て言うけれど地域

の学校には入れな

いかも。 

学校間格差が出来

るのでは？ 

 

http://www.fumira.jp/cut/school/file51.htm
http://www.fumira.jp/cut/school/file51.htm
http://www.fumira.jp/cut/school/file54.htm
http://www.fumira.jp/cut/school/file57.htm

